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古代の人と馬

そして今

和
種
馬
の
牧
場
、「
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド

大
阪
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
時
の

ニ
ュ
ー
ス
が
２
０
２
１
年
に
あ
り
ま

し
た
。
馬
を
提
供
す
る
の
は
北
海
道

帯
広
市
の
郊
外
に
あ
る
「
剣
山
ど
さ

ん
こ
牧
」
で
、
こ
こ
で
は
7
0
頭
以
上

の
北
海
道
和
種
馬
（
通
称
・
道
産
子
）

が
自
由
に
昼
夜
放
牧
で
飼
わ
れ
て

い
る
。
馬
た
ち
は
と
て
も
人
懐
っ
こ

く
て
大
人
し
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

人
が
近
づ
く
と
自
分
た
ち
か
ら

寄
っ
て
き
て
鼻
を
こ
す
り
つ
け
て

く
る
。
決
し
て
観
光
客
に
愛
嬌
を
振

り
ま
く
よ
う
に
躾
け
ら
れ
た
わ
け

で
も
何
で
も
な
い
。
こ
こ
の
馬
た
ち

は
生
ま
れ
つ
き
優
し
い
性
格
で
、
地

元
の
人
た
ち
は
「
日
本
で
一
番
大
人

し
く
、
人
懐
っ
こ
い
道
産
子
」
と
称
賛

す
る
。
そ
の
う
え
、
こ
こ
の
馬
た
ち
は

和
種
馬
の
特
徴
と
も
言
う
べ
き
側

対
歩
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
い
る
。

人
の
場
合
も
側
対
歩
は
存
在
し
、
本

来
は
日
本
民
族
独
特
の
歩
き
方
と

さ
れ
て
き
た
。
俗
に
い
う
ナ
ン
バ
走

り
と
同
様
。
馬
の
場
合
は
速
歩
な
ど

で
右
前
脚
、
右
後
脚
が
同
時
に
動
く
。

欧
米
の
馬
が
斜
対
歩
の
歩
様
で
上

下
の
揺
れ
が
大
き
い
の
に
対
し
、
側

対
歩
の
馬
は
こ
の
揺
れ
が
小
さ
く
、

騎
乗
で
弓
を
射
っ
た
り
、
武
器
を
扱
う
の

に
都
合
が
よ
い
だ
け
で
な
く
、
背
中
に
積

ん
だ
荷
物
の
損
傷
も
少
な
い
の
で
昔
は

重
宝
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
と
も
と
和

種
馬
は
洋
種
馬
に
比
べ
て
体
が
小
さ
く
、

体
高
は
道
産
子
で
1
2
5
セ
ン
チ
～

1
3
5
セ
ン
チ
だ
が
、
脚
元
が
丈
夫
で
山

岳
地
や
悪
路
に
強
く
、
粗
食
に
耐
え
る
我

慢
強
さ
が
あ
る
。
今
回
、
導
入
さ
れ
る
道

産
子
は
江
戸
時
代
に
夏
季
の
使
役
の
た

め
に
南
部
藩
が
連
れ
て
き
た
南
部
馬
が
、

冬
季
に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
北
海
道
の

厳
し
い
気
候
風
土
に
適
応
す
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
南
部
馬
は

今
は
絶
滅
し
て
い
て
、
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
が
、
2
0
0
キ
ロ
も
の
荷

を
積
ん
で
急
斜
面
の
山
道
を
上
り
下
り

で
き
る
道
産
子
の
能
力
か
ら
江
戸
時
代

の
南
部
馬
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
日
本
に
は
僅
か
8
種
類
の
和
種
馬

し
か
存
在
せ
ず
、
木
曽
馬
（
長
野
県
）、
御

崎
馬
（
宮
崎
県
）、
対
馬
馬
（
長
崎
県
）、
野
間

馬
（
愛
媛
県
）、
ト
カ
ラ
馬
（
鹿
児
島
県
）、
宮

古
馬
（
沖
縄
県
）、
与
那
国
馬
（
沖
縄
県
）、
北

海
道
和
種
馬
（
道
産
子
）
で
あ
る
。
一
番
頭

数
の
多
い
北
海
道
和
種
馬
で
も

1
0
0
0
頭
余
り
で
、
絶
滅
の
危
機
に
あ

る
。
和
種
馬
の
起
源
は
古
墳
時
代
に
モ
ン

ゴ
ル
高
原
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
、
対

馬
・
九
州
に
家
畜
馬
と
し
て
導
入
さ
れ

た
蒙
古
系
馬
に
あ
る
。
こ
れ
が
全
国
に
広

が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
阪
と

い
う
地
は
、
東
大
阪
地
方
、
生

駒
山
麓
や
旧
河
内
湖
周
辺

の
遺
跡
か
ら
は
馬
の
骨
の

出
土
例
が
3
1
を
数
え
て

い
る
。
5
世
紀
後
半
か
ら
6

世
紀
後
半
に
か
け
て
の
も

の
と
さ
れ
、
古
墳
時
代
の
大

阪
に
は
放
牧
場
が
複
数
あ

り
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て

輸
入
さ
れ
た
馬
や
日
本
で

生
ま
れ
た
仔
馬
た
ち
を
飼

育
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
、
古
代
の
地

で
、
古
代
か
ら
の
馬
が
集
ま

る
と
い
う
、
運
命
の
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と

を
し
り
ま
し
た
。（
神
戸
新
聞

絶
滅
危
機
を
救
え
、
日
本
に

い
る
８
種
類
の
和
種
馬

つ
な
が
っ
た
帯
広
と
古
墳

時
代
の
大
阪

よ
り
）

編
集
後
記

昔
の
人
と
昔
の
馬
が
同
じ

歩
き
方
だ
っ
た
と
は
、
一
緒

に
生
き
て
き
た
の
だ
と
感

じ
ら
れ
ま
す
。
恰
好
の
良
さ

よ
り
、
心
優
し
く
、
力
が
あ

る
馬
。
素
敵
で
す
ね
。
次
号

は
、
現
在
の
こ
の
地
の

ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し
ま

す
。


